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序

本書は御津郡加茂川町下加茂に所在する加茂東廃寺の確認調査報告書です。

この調査は、県営加茂川町圃場整備事業に先立ち事業予定地内にある埋蔵文化財の基礎

資料を得る目的で、そしてその成果に碁づき埋蔵文化財の保護・保存と圃場整備事業との

調整を図るため、平成11年度国庫補助事業として行われたものです。

加茂川町は岡山県の中央部、吉備高原の一角に位置します。今回の調査対象となった下
おおてら

加茂大寺地区は、町の南部を東流する宇甘川左岸に形成された河岸段丘上にあり、現在の

市街地が広がる平野の東端にあたります。また付近には、加茂郷八社の一つとして加茂大

祭の一翼を担う日吉神社が鎮座しており、古来から下加茂地区に住む人々の信仰が集まっ

ていた地域でもあります。調査地周辺には「大寺」という小字地名が残っていることから、

加茂東廃寺という古代寺院跡の存在が予測されていたものの、その実態については不明で

した。

調査の結果、寺院跡を裏付けるような主要堂宇と思われる遺構や瓦類などの遺物は認め

られず、地名考による伝承が考古学的事実と必ずしも一致しないことが判明しました。し

かし、調査区のほとんどにおいて弥生時代から中世の遺構・ 遺物を確認するとともに、丘

陵裾から広がる南向きの段丘上には弥生時代後期から古墳時代初頭を中心とする集落が営

まれていたことが分かりました。加茂川町では弥生時代後期の遺跡は各地に点在していま

すが、古墳時代の集落遺跡は確認されておらず、弥生時代から古墳時代への移行期を中心

とする本遺跡は加茂川町における歴史の空白を埋めるうえで貴重な文化財と言えます。

これらの調査成果を収載した本書が学術研究に寄与するのみならず、地域の歴史や文化

財の保護・活用の一助となれば幸いと存じます。

最後に発掘調査および報告書作成にあたり、加茂川町役場、加茂川町教育委員会、加茂

川町立民俗資料館、地元地権者の皆様から賜りました種々の御指導と御支援に対し、厚く

お礼申し上げます。

平成12年 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長葛原克人



例 口

1 . 本書は、御津郡加茂川町下加茂における県営圃場整備事業（県営担い手育成基盤整備事業）に伴

い、岡山県教育委員会が平成11年度国庫補助を受け、岡山県古代吉備文化財センターが確認調査を
かもひがしはいじ

実施した加茂東廃寺の発掘調査報告書である。

2 . 加茂東廃寺は御津郡加茂川町下加茂1343ほかに所在する。

3. 確認調査は岡山県古代吉備文化財センター職員米田克彦が担当し、平成11年10月18日から11月24

日まで実施した。

4. 調査面積は210m2である。

5. 本書の作成・執筆・編集は岡山県古代吉備文化財センター職員の協力を得て、米田が行った。ま

た遺物写真の撮影については江尻泰幸氏の協力と援助を仰いだ。

6 . 確認調査にあたっては、下記の機関、諸氏から多大な御支援• 御協力を受けた。記して厚くお礼

申し上げる次第である。

加茂川町役場、加茂川町教育委員会、加茂川町立民俗資料館、植木克己、地元地権者の方々、調

査に従事していただいた方々。

7. 本遺跡の出土遺物・図面・写真は岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3)にお

いて保管している。

8. 第3図に掲載した遺物は加茂川町立民俗資料館で保管されており、図面は岡山県古代吉備文化財

センターにおいて保管している。



凡 例

1 . 本書に用いた高度は海抜高であり、調査地周辺の町道沿いに設置されたベンチマークを利用した。

また挿図中の方位については、第 1・2・4・5・27図は真北、その他は磁北を示す。

2. 遺構および遺物実測図の縮尺は基本的に以下のように統一している。

遺構：トレンチ平• 断面 (1/80) 、石積み平• 断面 (1/100) 

遺物：土器•五輪塔 (1 / 4) 、サヌカイト片• 士製品{1 / 2) 

3 . 遺物の写真図版の縮尺は土器•土製品・サヌカイト片を 1/2 、五輪塔を 1/3 に統一している。

4. 本書に掲載した遺構実測図で、土層断面図のみ掲載しているものについては、図上に上層の示す

方位を以下のように略して付している。

東:E (East) 西:W (West) 南:S (South) 北:N (North) 

5 . 上層断面図の層名において「～砂礫」と表記した層は「～砂を基調として礫を含む層」のことを

表している。

6. 第8-26図に掲載した遺物番号については、土器、土製品、五輪塔・サヌカイト片に分けて通し

番号を付している。土器以外については通し番号の前に下記の記号を付している。

土製品： C (Cray) 五輪塔・サヌカイト片： S (Stone) 

7. 本書に掲載した土器の実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのあるものは小片のために口径が不

明確なものである。

8 . 土器の実測図のうち、第13図のアミ目部分は赤色顔料が付着している範囲を示す。また第26図の

アミ目部分は重ね焼によって燻された黒変部分である。

9 . 第 2図に使用した地形図は建設省国土地理院発行の25,000)分の 1地形図「下加茂」「東山内」を

複製•加筆したものである。
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第 1節調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯と体制

第 1節調査に至る経緯

御津郡加茂川町下加茂大寺地区2.7haを対象に県営圃場整備事業（県営担い手育成基盤整備事業）

が計画されたことに伴い、岡山県教育委員会と加茂川町役場・加茂川町教育委員会との間で、圃場整

備事業予定地内において周知されている加茂東廃寺の取り扱いについて協議が行われた。その結果、

加茂東廃寺については、 (1)工事着手前に確認調査を実施し、 (2)調査の結果、重要な遺構等が発見

された場合は別途協議することになった。この協議に基づき、岡山県教育委員会は工事着手前に遺跡

の規模・状況などを明らかにし、遺跡の保護・保存を図るための基礎資料を得るために平成11年度国

庫補助を受けて確認調査を実施することになった。

第 2節 調査・報告書作成の体制

確認調査は岡山県古代吉備文化財センターが平成11年10月18日から11月24日まで実施した。また、

出土遺物の整理・報告書作成は11月25日より岡山県古代吉備文化財センターにおいて調査担当者があ

たった。

調査・報告書作成体制

岡山県教育委員会 岡山県古代吉備文化財センター

教育長 黒瀬定生 所 長 葛原克人

岡山県教育庁 次 長 大村俊臣

教育次長 宮野正司 ＜総務課＞

文化課 総務課長 小倉 昇

課 長 松井英治 課長補佐（総務係長） 安西正則

課長代理 佐々部和生 主 脊 山本恭輔

宍多 事 正岡睦夫 く調査第一課＞

課長補佐（埋蔵文化財係長） 松本和男 調査第一課長 高畑知功

主 任 奥山修司 課長補佐（第一係長） 中野雅美

主 事 米田克彦
（関査•報告書担当）

報告書作成協力者

小西洋子、芳谷綾子、富±智恵子、山本恵美子

- 1 -



第 1章調査に至る経緯と体制

日誌抄

平成11年 (1999年）

10月188(月） 調査開始、資材搬入、 T-17-19掘り下げ

10月198(火） T-17-19掘り下げ

10月208(水） T-17-19掘り下げ、重機による表土剥ぎ

10月21日（木） T-15-20掘り下げ

10月22日（金） T-15-20掘り下げ、 T-18写真撮影• 実測

10月25日（月） T-15-17・19・20掘り下げ、 T-17写真撮影・実測

10月268(火） T-14·16·20掘り下げ、石積みの消掃、石積み ·T-15·19写真撮影• 実測

10月288(木） 排水作業、 T-12-14・20掘り下げ、 T-16・20写真撮影、石積み・ T-16実測

11月 1日（月） 排水作業、 T-12-14掘り下げ・写真撮影

11月2日（火） 重機による表土剥ぎ、石積み ・T-7・9・13・14掘り下げ、 T-14実測

11月4日（木） T-5-8掘り下げ、 T-5・13・ 石積み写真撮影、 T-14実測

11月5日（金） T-1・3・6-8掘り下げ、 T-6-8写真撮影、 T-5・9実測

11月8日（月） T-1-3掘り下げ、 T-2写真撮影、 T-2・6 -8・12・13実測

11月9日（火） T-4・10・11掘り下げ、 T-13写真撮影、 T-8実測

11月108(水） T-10・11掘り下げ、 T-14・17消掃、 T-11写真撮影、 T-1・3・4・20実測

11月118(木） T-6・10・20掘り下げ、 T-4·6·11写真撮影• 実測

11月128(金） T-1・3・4実測

11月168(火） 排水作業、 T-7・10掘り下げ、 T-7・10写真撮影 ・T-10実測、 T-1-3・

18・19埋め戻し、石積みの復元

11月17日（水） T-10掘り下げ、 T-7・10実測 ・T-4 -19埋め戻し、石積みの復元

11月18日（木） T-7・19・20埋め戻し、畦畔復旧、田圃整地

11月19日（金） 畦畔復旧、田圃整地、撤収準備

11月22日（月） 畦畔復旧、田圃整地、撤収準備

11月24日（水） 資材撤収、調査終了

12月16日（木） 大寺地区圃場整備に伴う関係者合同会議

-2-



第 2章遺跡の位憎と環境

第 2章遺跡の位置と環境

加茂東廃寺は岡山県のほぼ中央部、岡山県御津郡加茂川町下加茂に所在する（第 2図）。加茂川町

は東は建部町、西は賀陽町、南は岡山市、北は旭町に接し、備前国の北西端に位置する。また、備中

国・美作国に通ずる陸路が東西南北に交わり、備前北西部における交通の要衝である。町域一帯は吉

備高原の東部にあたり、標高300-SOOmの緩斜面を持つ高原地形である。吉＇備高原は、当初は隆起準

平原と考えられていたが、近年は単一の準平原というよりは高度の異なる幾つかの浸食小起伏面によ
(3) 

って形成されてきたと考えられている。加茂川町では北部に豊岡川、南部に宇甘川が蛇行状の谷を形

成しながら東流して旭川に注いでおり、宇甘渓谷ではかつての浸食の痕跡を見ることができる。現在

の集落は豊岡川・宇甘川流域の河岸段丘上や円城高原を中心に営まれており、豊岡川・宇甘川• 加茂

川両岸には狭長な平野が形成されている。

加茂川町内には幾つかの遺跡が分布しているが、現在のところ旧石器時代・縄文時代の遺跡は確認

されておらず、人類の足跡が認められるのは弥生時代以降である。弥生時代の遺跡は各地に散見でき

るが、そのほとんどが弥生時代後期の遺跡である。加茂市場では後期前薬の土器に混じって一部に中
どうどう

期末の土器も認められる（第3図ー 1......., 4)。また近藤義郎氏は百々遺跡について調査を行い、周辺の

遺跡とともに弥生時代における加茂川町の様相を概観している。そのほか高原・丘陵上に位置する冠

者河内・鰯屋•宮の前•横山、丘陵裾• 平野部に位置する美原・中寄においても後期の上器が採集さ

れており、この時期になると各地で集落が営まれるようになったと考えられる。なかでも横山遺跡で

は後期中薬の土器が採集されている（第 3 図ー 5• 6)。また冠者河内遺跡では弥生士器とともに磨製
(5) 

石庖丁も採集されている（第3図ー7,...._,9)ことから、大部分が高原地形でありながらも、周辺におい

て稲作を行っていたことが伺える。

古墳時代の集落は今のところ確認されていない。また各地に古墳が散見できるのも中期以降である。

下加茂台に所在する台古墳は昭和24年に永山卯三郎氏ら

によって調査が行われ、並列する 2基の竪穴式石室をも
(6) 

つ古墳であることが明らかにされた。石室のうち 1基で

は木棺片、朱塗りの人骨、歯などが出土しているが、副

葬品などは認められなかったようある。時期は古墳時代

中期と考えられている。また古墳時代後期になると上加

茂の奥谷• 野田、大木の丘陵上に群集墳が形成される。

奥谷• 野田古墳群には約30基の古墳が散在しており、周

辺地域を見渡しても突出した存在といえる。古墳群は横

穴式石室を主体とする古墳で構成されており、 6世紀後

半のヘラ記号をもつ須恵器が採集されている（第 3図一

10・11)。大木に所在する塚ヶ塔古墳群では 9基の古墳

が確認されており、時期は 6世紀後薬から 7世紀初頭で
(7) 

あると考えられている。
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第 2章 遺跡の位置と環境
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第 2図 加茂東廃寺と周辺の遺跡 (1/25,000)
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第2章迫跡の位置と環境
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第 3図 加茂川町内遣跡の採集遺物 (1/4• 1/2) 
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第 2章遺跡の位置と環境

律令制下においては、加茂川町は「和名抄」に見られる備前国津高郡賀茂郷に属し、上加茂に鎮座
てらやしき

する鴨神社は「延喜式」の式内社に比定されている。また上加茂寺屋敷の丘陵裾部には加茂西廃寺が
(8) 

造営され、平安時代初期の複弁蓮華文軒丸瓦、均整唐草文軒平瓦などが採集されている（第3図ー12

,,__, 14)。さらに加茂西鹿寺の南部に広がる平野には「三宅」という地名が残っている。これらのこと

から上加茂地区が古代加茂郷の中心地であったことが想定される。また加茂市場の総社宮では天喜年

間 (1053-1058年）に始まったと伝えられる加茂大祭が現在も続けられている。加茂大祭は郷内八社

（鴨・化気•松尾•日吉・素燕鳴• 八幡宮・天計・三所）が総社宮に入御し、総社宮境内で神事が行

われた後に各神社へ還御するという寄宮祭の形式で行われるが、このような形式で行われるようにな
(9) 

ったのは江戸時代中期になってからである。

中世になると、加茂郷に長田荘が成立したが、武士の押領によって南北朝期には荘園としての機能

を果たさなくなる。戦国期には、松田氏が虎倉城に長田荘地頭の伊賀氏を置き、備中国・美作国の諸
(10) 

氏からの侵攻に備えた。当地でも宇甘川・豊岡JII.加茂川流域の丘陵を中心に中世城館が築かれ、今

のところ約26箇所確認されている。 1568年、宇喜多直家と結んだ伊賀久隆は松田氏を倒し、長田荘を

はじめとする備前国や、備中国・美作国へも勢力を伸ばした。 1574年、備前進出を狙う毛利輝元・小

早川隆景は福山城・十力城•清常城を落城させ、清常城に本陣を置いて虎倉城攻めを敢行した。毛利

軍は三宅坂で伊賀久隆の軍勢と相対したが、地の利を活かした伊賀氏が両将を討ち破り、毛利軍を退
(11) 

けた。平岡の千人（千日）塚にはこごめ石製五輪塔が数基あり、この虎倉合戦における毛利軍の戦没

者を葬ったと伝えられている。また南北朝期の所産である円城寺の宝懐印塔をはじめ、各地に中世石
(12) 

造物が数多く点在している。

註

(1) 第 2図は「岡山県遺跡地図」第 6分冊（岡山県教育委員会 1979)および「全国遺跡地図岡山県』（文化庁1985)

に掲載されている遺跡に、平成10年度岡山県内詳細遺跡分布調査による成果を加えた。また遺跡名が付けられ

ていない遺跡については種別を付している。

(2) 竹内理三編「角川日本地名大辞典 33岡山県」角川書店 1989 

(3) 光野千春・沼野忠之• 高橋逹郎「岡山の地学」山陽新聞社 1982 

(4) 近藤義郎「上加茂百々遺跡について」 1956

(5) 植木克己「加茂川町史J丸善株式会社（自費出版） 1986 

(6) 永山卯三郎•藤井駿「下加茂台の古墳調査」 1949

(7) 平成10年度岡山県内詳細遺跡分布調査の成果による。

(8) 永山卯三郎「岡山懸通史J岡山県 1930 

(9) 加茂川町教育委員会 I加茂大祭」 1994

(10) 士谷富久「加茂川町」「岡山県の風土記J旺文社 1996 

(11) 加茂川町教育委員会「加茂川町の文化財J改訂 1988 

(12) 加茂川町教育委員会 I加茂川町の石造物」 1989

なお、第 3図に掲載した遺物は加茂川町立民俗資料館の保管資料であり、掲載にあたっては加茂川

町教育委員会に快諾いただいた。重ねて厚く御礼申し上げる。
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第 1節遺跡周辺の地名と現状

第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡周辺の地名と現状

今回調査の対象となった御津郡加茂川町下加茂大寺地区周辺は宇甘JIIと古野谷川との合流地点から

北東部に広がる河岸段丘上に位置し、宇甘JII左岸に広がる平野の東端にあたる。現在は丘陵裾部に宅

地が点在しているほかは、大半が水田に利用されており、平野部が少ない加茂川町にとって欠くこと

のできない耕作地帯となっている。また調査区の東隣には、郷内八社の一つとして加茂大祭の一翼を

担う日吉神社が鎮座している。
おおてら みやこうじん ごんぺえだ きりわけ やすい

圃場整備対象範囲の周辺には第 4図に示したように「大寺」「宮荒神」「権兵衛田」「切分ヶ」「安井」
やすいまえ

「安井前」などの小字地名がある。大寺地区は「加茂東廃寺」として周知されているが、「大寺」とい

う小字地名や周辺に石積みが残存していること、また近代の開墾時に周辺で木造の阿弥陀如来像が出

土したことから、大寺地区が遺跡（寺院跡）として扱われるに至った経緯がある。その契機は、管見

によれば、『加茂村地理歴史』 (1897) まで辿ることができ、「笑晉」という字名が広範囲にわたって

残存しており、その一角に三箇所の石積みがあることから、字名と石積みを関連づけて大寺地区が寺

院跡として認識されるようになった。また『備前乾唾略誌』（片山熊男編 備前三等郵便局長会御北

第4図調査区周辺の小字地名 (1/2,500)
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第3章 発掘調査の概要

てらやしき

1937)では、 1930年に古瓦が採集された上加茂寺屋敷の寺院跡を「加茂西廃寺」、その北東
• おおてら

に位置する下加茂大寺地区を「加茂東廃寺」としている。こうした研究を経て、大寺地区を「加茂東

廃寺」と周知するに至り、また植木克己氏は I加茂川町史J(丸善株式会社 自費出版 1986)にお

いて、「大寺」という地名から「加茂東廃寺」を奈良時代の寺院跡ではないかと示唆している。しか

しながら、分布調査において、土器・瓦などの遺物は採集されておらず、調査前までは寺院跡の性格

向上会

を示すような考古学的根拠は認められなかった。

第 2節 調査区の設定と調査方法

前述したように、圃場整備対象範囲は「加茂東廃寺」として周知されてはいるものの、寺院跡とし

ての根拠は乏しい。しかし立地・地形を考慮した場合、大寺地区周辺は丘陵裾から広がる南向きの河

岸段丘上に位置し、近隣に台古墳、 B吉神社があるため、遺跡の存在が想定された。

確認調査にあたっては、圃場整備対象範囲全域にわたってトレンチを設定し、遺跡の存在、遺跡の

広がりと性格、包含層・遺構面までの深さ、遺構面数などを確認することとなった。また大寺地区の

一角に存在する 3箇所の石積みについてもその性格を明らかにするためにトレンチを設定した。 トレ

2mX2mが 1本の合計20本、調ンチは 3mXlOmが 1本、 2mX5mが17本、 2mX3mが 1本、

査面積210面であり、現地形を考慮して各所に設定した（第 5図）。調査は人力で掘り下げ、排土は耕

作土とそれより下層の土とを分別し、埋め戻しの際に両者が混じらないように配慮した。埋め戻しは、

石灰を散布しながら排土を数段階に分けて埋め、 ランマーで叩き締めて原状に戻した。

アミ目は圃場整備の対象範囲を示す。
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第 5図 トレンチ配置図 (1/2,500)

-8-



第 3節調査の結果

第 3節調査の結果

T-1 (第 6図）

大寺地区の北端部に南北軸に設定した。耕作士下の第 2層は角礫を多星に含み、締まりのない灰褐

色粘質細砂が厚く堆積しており、丘陵からの堆積士と考えられる。第 2層からは弥生士器・士師器が

出土しているが、小片のため図示し得なかった。またT-1の第 3層上面では遺構が確認されなかっ

たが、 T-3ではこの層の上面において遺構が確認されていることから、第 3層上面に遺構が存在し

ていた可能性がある。

T-2(第 7図）

大寺地区の北東部に東西軸に設定した。 T-2を設定した水田面はT-3を設定した水田面よりも

約 1m低く、すぐ東には古野谷川が南流している。耕作土下は円礫・ 砂利層が 1m近く堆積しており、

旧河道と思われる。しかし河道とはいうものの、常に水が流れていたというよりは、土石流によって

河岸に士砂が堆積したような状況を呈していた。

石積み（第 8図）

大寺地区の北部、 T-3を設定した箇所に位誼する。石積みのある水田面はT-5を設定した水田

面よりも約1.2m高い。石積みは『加茂村地理歴史』による石積みの一つであると思われる。この石

積みは調査前までは「加茂東廃寺」と関連づけられ、礎石を積み上げたものや経塚と言われていたが、

実証性に欠け、その実態については不明な点が多かった。石積みの規模はおよそ長軸11.5m、短軸 8

m、高さ2.3mであり、平面形はやや楕円形を呈する。また頂部西側には五輪塔の水輪に似た石が誼

かれており、祀られていた。この信仰は聞き取り調査によると近代から行われており、石積み南側甚

底部に東西方向へ延びる幅 1rnの平坦面が参道であると考えられる。石積みは拳大から lm弱の自然

石で構成されており、形状はほとんどが不定形な円礫である。各々の石には加工痕はなく、積み方に

も規則性は認められなかった。調査では平面測量を行った後、石積み北側半分の断ち割りを行った。

石積みの東西断面においても、基底部から大小さまざまの石が無造作に積み上げられており、意図的

に積まれているような状況は見受けられない。遺物は石積み表面および北半分を断ち割った際、中世

～近世の備前焼、近世～現代の陶磁器などを採集した。 1-3は備前焼の揺鉢で、それぞれ別個体で

ある。 1は口縁部を上方へ拡張し、内面には 9条ー単位のおろし目が断続的に施されており、 15世紀

後半に比定される。 4は近世の備前焼の壺で、肩部に条線が施されている。また S1は石積み内から

出土したこごめ石（結晶質石灰岩）製五輪塔の火輪である。軒の上線はわずかに湾曲しているが、下

ピ
"(-

J>=  

。
2m 

W 2 E 

-~ —ー三二三ーニ――, 128m □ 
。

2m 

1 褐灰色上
2 灰褐色粘質細砂
3 黄褐色粗砂

第 6図 T-1断面図 (1/80)

1 褐灰色土 4 暗灰褐色砂礫
2 淡灰色粘質土 5 暗灰褐色砂利
3 黄灰色粘質細砂

第7図 T-2断面図 (1/80)
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第 8図 石積み平•断面図 (1/100) ・採集遺物 (1/4)
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Im 
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6 

序血

5 

第 9図 T-3 平• 断面図 (1/80)・出土遺物 (1/4)

< t=りむね ほぞ

線は直線に近い。降棟は反りが少なく、直線に近い。上面に施された柄
あな

穴は平面が隅丸方形で、断面は逆台形を呈す。五輪塔は火輪のみで他の

部位は認められないため、他の地点から持ち込まれた可能性が高い。な

お火輪は形態的特徴から室町時代後半に位置づけられる。遺物は中世か

ら近代のものまで幅広く認められるが、これらの遺物が原位置を保って

いるとは考えられず、石積みが形成され始めた時期の上限については特

定できない。また周辺の地形は宇甘川とその支流である古野谷川の作用

による河岸段丘によって形成されているため、耕作士下は礫が基盤を為

している。したがって、石積みの積み方に意図的な状況が認められない

ことや周辺の地形を考慮すると、石積みは遺構ではなく、開墾の際に水

田に露出した石を一箇所にまとめていった結果、現在のような石積みが

形成されたと考えられる。

T-3(第 9図）

石積みの地下構造を明らかにするために、石積み北側半分を断ち割った部分に東西方向に設定した。

しかし、掘り下げる前に石積みの基底部である T-3の表土上面を精査したが、石積みに伴う遺構は

認められなかった。トレンチの東側半分は表士下において暗灰褐色円礫•砂利層が厚く堆積しており、

T-2と同様な旧河道の様相を呈していた。旧河道右岸の肩口は北西から南東方向に認められ、 T-

1の南東部から旧河道が大きく西側へ流れ込み、 T-3の東側まで及んでいたことが想定される。 ト

レンチの西半分では表土下の黄褐色粗砂および灰褐色粘質細砂の上面において士城・ピットが検出さ
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第 3章発掘調査の概要

れた。ほとんどの遺構の埋土は黒褐色細砂であり、遺物は出土しなかった。基盤層の黄褐色粗砂は

T-1・4でも認められ、洪水砂の可能性がある。また第 4層の黒褐色土から 5の弥生時代後期の鉢、

6の中世土師質土器の高台付椀が出土している。

T-4(第10図）

大寺地区の東部に位置する一辺約 3mの三角形の区画に設定した。この部分は［加茂村地理歴史J

による石積みのうちの一つであると考えられるが、調査前は拳大の石が散見できる程度であった。表

土下において南北方向に18河道の肩口が検出され、 T-3の東半分で認められた旧河道の肩口に続く

と考えられる。また肩口より西側ではT-1・3で検出された黄褐色粗砂が堆積していたが、その上

面において遺構は確認できなかった。また遺物も出土していない。

T-5(第11國）

大寺地区の北東部、石積みの南側に東西軸に設定した。第 3層の造成土下において土堀・ピットが

検出された。土壊 1・2は切り合い関係にあり、土壊 2の方が古い。遺構の埋土はいずれも黒褐色粘

質細砂を基調としている。土壊 1・2から土器片が出土したが、細片のため時期は断定できない。

T-6(第12國）

大寺地区の北西部、丘陵裾付近に南北軸に設定した。耕作土下は第 7層上面まで厚く造成土が及ん

でいる。第 7層は固く締まった褐灰色粘質細砂であり、その上面において土壊・ピットを確認した。

土堀 1・P1の埋土は淡褐灰色粘質細砂であり、他の遺構は灰褐色粘質細砂を基調とする埋土である。

P2から土器片が出土した以外は、他に遺物は出土しておらず、遺構の時期は特定できない。検出面

は同じであるが、遺構の埋土から 2つの時期の遺構が存在する可能性がある。

T-7(第13図）

大寺地区の中央部北側に南北軸に設定した。調査前は南北約 4m、東西約10mの範囲に、北接する

水田面より約30cmの高まりがあり、大小さまざまの石が散在していた。 T-4と同様に『加茂村地理

歴史Jによる石穣みのうちの一つであると考えられるが、石積みを呈しているようには見受けられな

い。表士・造成土下において黄灰褐色粘質細砂を確認し、その上面において士壊・ピット・溝が認め

＼
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第 3節調査の結 果
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第 3章 発掘調査の概要

られた。遺構の上面は造成によって削平されている可能性が縣い。遺構の埋土はいずれも黒褐色粘質

細砂であるが、幾つかのピットは溝と切り合い関係にあり、溝の方が古い。士壊 1は短軸の径が 2m

近くあり、平面は楕円形、断面は椀形を呈す。土堀の深さは検出面から約40cmある。埋土は黙褐色粘

質細砂であり、埋土中から比較的多くの土器片が出土した (7---24)。7は壺の口縁端部を上方に拡張

4条の沈線を施す。 8は壺の頸部であり、外面に赤色顔料が塗布してある。 9・10は二重口縁を

持つ壺であり、 9は口縁端部がわずかに外反して立ち上がるが、 10は大きく外反する。 11は壺の胴部

し、

であり、外面は荒い刷毛目、内面はヘラケズリによって調整されている。 12.,._,16は甕である。 12-14

は口縁部に 8-9条の櫛描き沈線文が施されている。 16は甕の底部であり、かろうじて平底を止めて

いる。 17は弥生時代後期の台付鉢の脚部と思われ、混入の可能性がある。 18• 19は鉢と思われ、 18の

欠損部分には擬口縁が認められる。 20.......,24は高杯であり、 20・22は同一個体の可能性がある。 21の内

外面には赤色顔料が一部に認められる。 23は脚部であり、外面は丁寧なヘラミガキによって調整され

これらの土器の特徴から土壊 1は弥生時代後期末から古墳時

代初頭に比定できる。また溝 1は幅約50cm弱、深さは検出面から約24cmである。溝底は北西から南東

に下っており、丘陵裾から大寺地区東側の旧河道に直交するように流走していたと考えられる。溝 1

の埋土からは25の甕の底部が出土し、欠損が著しいが、平底を呈すると考えられる。

ている。一部に混入品が認められるが、

T-8(第14図）

大寺地区の中央部西側の丘陵裾に南北軸に設定した。第 3層の造成士下は安定した褐灰色粘質細砂

が堆積しており、その上面において土壊・ピットを確認した。遺構の埋土は黄灰色粘質細砂を基調と

するものと褐色粘質細砂を基調とするものに大別でき、切り合い関係から前者が古く、後者が新しい

と考えられる。なお具体的な時期については、遺物が出土していないため不明である。

T-9(第15図）

大寺地区の中央部東寄りに南北軸に設定した。耕作土下は厚く造成されており、第 4層上面におい

てピットを検出した。遺構の埋士は暗褐色粘質土を基調としている。 p1から土器片が出土したが、

細片のために時期は特定できない。検出した遺構は少なく、遺構の残存状態は良くないと思われる。
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第 3節 調査の結果
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第18図 T-12平• 断面図 (1/80)・
出土遺物 (1/4)

T-10 (第16図）

大寺地区の中央部東端に東西軸に設定した。現在、 T-10の東隣は古野谷川が南流し、すぐ南側で

湾曲して西流している。 T-2-4において旧河道が確認されたことから、 T-10においても同様の

状況が懸念された。 しかし第 3層の造成土下において第 4層の黒褐色粘質細砂を基調とする厚さ約10

cmの包含層が認められ、第 7層上面において、土壊・ピットを検出した。遺構の埋土はいずれも黒褐

色粘質細砂であり、切り合い関係は認められなかった。 26はPlから出土した甕の底部である。 27は

土堀 1から出土した甕の口縁部であり、外面に凹線文が施されている。土壊2から出土した28は高杯
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第 3章発掘調査の概要

の脚部で、受部との接合痕が認められる。 30・31の甕の口縁部、 32の高杯の脚部は土堀3から出土し

た。これらの遺構から出上した土器は弥生時代後期末から古墳時代初頭の様相を呈している。 29•33

....... 39は第 4層中および第 7層上面から出士した。 29・33は古墳時代初頭の甕のD縁部、 34・35は弥生

時代後期中葉の壺の口縁部、 36・37は弥生時代後期の壺の底部である。 38・39は古墳時代初頭の高杯

の脚部であり、 39には受部との接合痕が認められる。第9層は東から西へ傾斜をもつように堆積して

おり、基盤層が形成される前の旧河道がT-10付近で湾曲して西流していたことが想定される。

T-11 (第17図）

大寺地区の南東端に南北軸に設定した。基盤となる第 6層より下層は北から南へ下るように斜面堆

積している。トレンチの北側半分は造成によって第 6層下まで削平されているが、南側半分では第 3

層の造成土直下においてピットを検出した。ピットの埋土は暗褐灰色粘質土であり、遺物は出土して

いないため、時期は不明である。なおT-11を設定した水田面と南接する権兵衛田地区の宅地との比

高差は約 2m近くあり、現在の大寺地区の南側と権兵衛田地区とを画する石垣が旧河道の右岸を反映

している可能性がある。

T-12 (第18図）

大寺地区の中央部南端に南北軸に設定した。第 3層の造成士直下において土堀・ピットが認められ

た。 Pl から 40• 41が出土したのみで、他の遺構から遺物は出土していない。 40は鉢で、口縁部がわ

ずかに外反する。 41は複合口縁の壺で、口縁端部をわずかに外方へ折り曲げている。時期は古墳時代

初頭と考えられる。 Pl以外の遺構の埋士も黒褐色粘質細砂であるため、おそらくこの時期に属する

と考えられる。

T-13 (第19図）

大寺地区の中央部に位置し、東西軸に設定した。第 3層の造成土下において賠褐灰色粘質細砂を駐

調とする包含層を確認した。包含層からは弥生土器• 土師器・陶磁器・サヌカイト片が出土したが、

細片のため図示し得なかった。また包含層下の第 8層上面において士堀・ピットを検出した。埋士は

暗褐色粘質細砂を基調としている。これらの遺構から遺物が出土していないため、時期は不明である。

T-14 (第20図）

大寺地区中央部の南端に東西軸に設定した。表

土下約35cmにおいて第 4層の包含層を確認し、弥

生土器•土師器・須恵器・備前焼片が出土した。

42は須恵器の甕であり、胴下半部と思われる。外

面は格子目即きの後ナデ、内面は同心円当具痕が

認められる。 43は近世備前焼の揺鉢であり、明赤

褐色を呈す。遺構は包含層下の第12層上面におい

て、土壊・ピットが認められた。土壊 1は平面は

径約1.3mの不整円形、断面は逆台形を呈し、埋

士は暗灰褐色粘質士を基調とする。他の遺構の埋

土はいずれも暗褐灰色粘質細砂であり、幾つかの

遺構が切り合っている。これらの遺構からは遺物

が出土しておらず、時期については不明である。
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T-15 (第21図）

大寺地区の中央部西側に南北軸に設定した。

第 3層の造成土下で褐灰色粘質細砂を基調とす

る包含層を確認した。第 4層からは弥生土器・

土師器・須恵器片・サヌカイト片などが出土し

たが、図示し得たものは少ない。 44は8世紀初

頭の須恵器の杯身であり、貼り付けによる高台

を持つ。 45は中世の土師質土器の高台付椀で

ある。第 7層は固く締まった甚盤層であり、そ

の上面において土城・ピットを確認した。埋土

は灰褐色粘質細砂・灰褐色粘質土を基調として

おり、一部に切り合い関係が認められた。遺構

からは遺物が出土していないため、時期につい

ては不明であるが、甚盤層・埋土の状況から

T-15の北東部に位置する T-8と同様の遺構

が存在すると思われる。

T-16 (第22図）

大寺地区の中央部西側の南端に設定した。耕

作土下は第 4層まで造成されており、 トレンチ

南側においては第 4層より下層にまで造成が及

んでいる。遺構は第 8層上面において土城 1を

検出した。平面は径約1.5mの楕円形、断面は

椀形を呈し、埋土は褐色粘質土である。なお遺

物は出士していない。第 8層は暗褐色粘質土を

基調とする包含層であり、弥生土器• 土師器・須恵器片が出土した。 46は須恵器の甕もしくは横瓶と

思われ、灰褐色を呈し、焼成は良くない。外面は格子目叩きの後にカキ目によって調整し、内面は同

心円当具痕が残る。また包含層下の第12層上面において土城・ピットを確認した。埋土は暗褐色粘質

土、黒褐色粘質土を甚調とするものに大別できる。下面の遺構からは遺物が出土していないが、第 8

層から46の須恵器が出土しているため、下面の時期は古墳時代後期以前、また上面の土城 1はその時

期よりは下ると考えられる。

T-1 7 (第23図）

大寺地区西側の丘陵裾部に南北軸に設定した。耕作土下約40cmまで造成土が及んでおり、その下層

の暗褐色粘質土を基調とする第 6層と黄褐灰色粘質土を基調とする第12層は士器を包含している。第

6層からは弥生土器• 土師器・須恵器片が出土した (47,,...._,49)。47は弥生土器の甕で、口縁部を貼り付

けによって外方へ拡張している。 48は須恵器の杯身であり、 6世紀末に比定される。 49は土師器の底

部であり、古代から中世の範疇に収まると考えられる。また第12層上面において Pl-7を検出し、

埋土は暗褐色粘質土であり、遺構に伴う遺物は認められなかった。黄灰色粘質土を基調とする第12層

からは土器片が出土したが、細片のため図示し得なかった。さらに第17層上面において土堀・ピット
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1 褐灰色土
2 淡褐灰色土
3 黄褐色粘質土
4 褐灰色粘質細砂

- -t —ーペーく

44 

2' 

〉

゜
2m 

5 灰褐色粘質細砂
6 灰褐色粘質土
7 明灰褐色粘質細砂
8 灰褐色粘質砂礫

マー合

45 

゜
ヤ

第21図 T-15平• 断面図 (1/80)・

゜1 褐灰色土
2 淡灰色土
3 褐灰色±
4 淡褐灰色土
5 暗黄褐色粘質土

6 淡褐色粘質質土
7 褐色粘土

覧＼ー《
46 

125m 
..'—— 

im 

8 暗褐色粘質土
9 暗褐色粘質±
10 黒褐色粘質土
11 黒褐色粘質土
12 暗褐色粘質土

（礫を含む）
13 灰褐色粘質砂礫

5cm 

゜一第22図 T-16平• 断面図 (1/80)・
出土遺物 (1/4) 出土遺物 (1/4)

が検出され、埋土は灰褐色粘質細砂• 暗灰褐色粘質細砂を甚調とする。遺構に伴う遺物が認められな

いため、時期は不明である。第 6層と第12層は遺物を含んではいるものの、黄褐色のブロックや灰色

粘質土をまだらに含んでおり、人為的に堆積したように見受けられる。この造成の時期は第 6層中の

遺物から占代以降と考えられるが、第12層上面に遺構が認められるため、断続的に造成されたと考え

られる。

T-18 (第24図）

大寺地区の南西端部に南北軸に設定した。なおT-18の南隣において現在の宇甘川と古野谷川が合

流し、東流してきた宇甘川がこの合流地点から南へ蛇行している。表土下は約50cm下まで造成されて

いる。暗褐色粘質土を甚調とする第 4 層からは、弥生土器• 土師器・須恵器・サヌカイト片が出土し

た。 50は弥生時代後期の高杯の脚部である。 51は弥生時代後期の壺の口縁部、 52は頸部である。 53は

6世紀後半の須恵器の小型聡であり、口縁部は外方へ大きく開く。口縁部外面には突線の下に櫛状工

具による波状文を施している。 54は土師器の底部である。 S2・S3はサヌカイト剥片であり、 S2は

二次調整が認められる。 S3には主要剥離面が認められるため素材の可能性がある。また包含層下の

第7層上面においてピットを検出した。埋土は黒褐色粘質土であり、遺物は認められなかった。

T-19 (第25図）

安井前地区の北東部に北西から南東へ主軸をもつように設定した。 T-19を設定した田面高は、

T-17を設定した大寺地区西側の水田面よりも約2.8mも低く、大寺地区に広がるような河岸段丘は

形成されていない。耕作土下の第 3-6層は包含層であり、第 3・4層からは中～近世の土師器・陶

磁器片、第 5層からは土師器・須恵器片、第 6層の黒褐色粘質土からは弥生土器もしくは士師器片が

出土した。 55は第5層から出士した古墳時代前期の土師器壺であり、 D縁端部に 1条の沈線を施して
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第 3節調査の結果

いる。 56は第 5層から出土した士師器甕の底部である。第 3層から出土した57は中世の士師質土器の

高台付椀である。第 3-6層中においては遺構は確認できなかったが、第10層上面において士城・ピ

ットを検出した。遺構の埋土は黒褐色粘質土・暗灰色粘質細砂である。なお遺構からは遺物が出土し

ていないため、時期は不明である。第10層より下層は粘性をもつ細砂層が厚く堆積しており、固く締

まり、安定した基盤を為していた。なお第10層下からの遺物は認められなかった。 T-19を設定した

地区と大寺地区との境界は、前述したように比高差が約2.8mもあり、境界軸は宇甘川が東流から南

流に湾曲する方向に沿っている。したがって、安井前地区もかつては河道の一部および氾濫源であっ

たことが想定されるが、海抜121m前後の第10層上面において遺構が認められたため、古い段階に早

くから沖積土が堆積することで安定した甚盤層が形成されたと思われる。地形・層位的には大寺地区

で確認された遺構とは様相が若干異なるが、少なくとも T-19を設定した範囲までは遺跡の広がりが

認められる。またT-19の南西部に隣接する水田との区画が旧河道の肩口である可能性がある。

T-20 (第26図）

安井前地区の北側に南北軸に設定した。耕作士下は第 3層まで造成されている。第 4層からは士師

質fill(58・59)・ 高台付椀 (60,-..,,62)、備前焼の椀 (63・64)、備前焼水差 (65)、土錘 (C1,._,C3) 

が出土した。 59の内面には粘土紐の巻き上げ痕が明瞭に残る。 60・62は黄白色を呈する早島式土器で

あるが、 61は橙褐色を呈する土師質上器である。 64は13世紀前半の備前焼の椀であり、体部外面の回

... c 

B づ
~ 

゜
◎
 。

0

0

 
／
 ゜

125m 

12 

1 褐灰色土

2 褐灰色粘質土
3 黄灰色粘質土
4 灰色粘質土

5 黄褐色士
6 暗褐色粘質士
7 暗褐色粘質士
8 暗褐色粘質士
9 暗褐色粘質士
10 暗褐色粘質土

―尺
47 

----•-一-．ク--＇、9

48 

゜
2m 

11 淡褐灰色粘質土
12 黄灰色粘質土
13 暗灰褐色粘質細砂
14 暗灰褐色粘質細砂
15 暗灰褐色粘質細砂
16 灰褐色粘質細砂
17 黄灰色粘質細砂
18 淡黄灰色粘質細砂
19 灰褐色粘質砂礫

＼ 

49 

10cm 

喜ご~=
1 褐灰色土
2 黄褐色士
3 淡黄灰色士
4 暗褐色粘質土

。
2m 

5 黒褐色粘質士
6 黒褐色粘質士
7 暗灰褐色粘質士

（礫を含む）

~ i ~ 匂950 
I " --だ,,: 

へ、一＼ S2 

51 

ニ=ta グ— 豆ミ苓9

53 54 S3 

゜
5cm 

゜
10cm 

第23図 T-17平• 断面図 (1/80)・
出土遺物 (1/4)

第24図 T-18平•断面図 (1/80) ・
出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第25図 T-19平• 断面図 (1/80)・
出土遺物 (1/4)

転ナデによる稜線が強く、胎土に白色細砂を

含み、口縁部外面に暗灰色の自然釉が帯状に

付着している。 C1-C3はいずれも管状土

錘であり、焼成前穿孔である。また第 5層上

面でピットを確認した。埋土は褐灰色粘質土

であり、遺物は出土しなかったが、第 4・5

層出土の遺物から中～近世の範疇に収まると

考えられる。第 5層からは中世を中心とする

1
2
3
 

褐灰色土
明褐灰色粘質土
黄褐色土

叉デ~
58 

ヽ rーーフヽ
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江
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＼ー
61 
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第26図
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5
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暗褐色士
暗褐灰色土
褐灰色粗砂

O
8
 

ァ”
62 

F=-~ ―-日
65 

~cm 

9

◎
8
 

i
 

5cm 
I 

T-20平• 断面図 (1/80)・
出土遺物 (1/4• 1/2) 

土器片が出土したが、細片が多かった。第 6

層以下は湧水が著しく、人力によって掘削することは困難であった。 T-20を設定した部分は安井前

地区の北側丘陵から南へ延びる緩斜面の東端にあたることから、

中世以降の遺跡の存在が示唆される。

T-20の西側に広がる丘陵裾部には
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第 4章まとめ

第 4章ま と め

今回の調査地は御津郡加茂川町大寺地区を中心とし、宇甘川と古野谷川が合流する地点の北東部に

広がる河岸段丘上に位置する。県営圃場整備事業が計画されている対象面積の2.7haのうち210面につ

いて20本のトレンチを設定して確認調査を行った。その結果、周知されていた「加茂東廃寺」という

寺院跡を裏付けるような遺構・遺物は認められなかったが、調査区のほぽ全体において弥生時代後期

から中世までの遺構・遺物を確認した。以下、これらの成果についてまとめる。

調査対象範囲の大部分を占める大寺地区は、北西側の丘陵から古野谷JII右岸にかけて河岸段丘が形

成されており、その地形を反映して現在の水田面も大寺地区北東部を項点として南西部へ階段状に傾

斜を有している。地形の基盤を為す河岸段丘は砂礫を中心に形成されており、水稲耕作には適してい

ないため、土地改良による造成・削平が著しく、遺構の残存状態は良くない。大寺地区ではT-2、

T-3・4の東側半分は旧河道の様相を呈しており、遺構・遺物は確認できなかったが、その他の調

府区では弥生時代後期以降の遺構・遺物が認められた。検出された遺構は土堀・ピット・溝であり、

大寺地区一帯に集落の存在が想定される。全体的に遺構に伴う遺物が少なく、遺構の時期の決定が困

難であるが、時期が特定できた遺構を検出したのはT-7・10である。 T-7の土堀は埋土が黒褐色

粘質細砂で、弥生時代後期末から古墳時代初頭の土器片が比較的多く出土した。 T-7における遺構

第27図 遺跡推定範囲図 (1/4,000)
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の残存状態は比較的良好で、南東部は遺構面が大きく削平されている可能性があるが、北西部には同

様の遺構が残存していると考えられる。またT-10の土壊も埋土は黒褐色粘質細砂であり、 T-7の

土壊と同時期の土器を伴っていた。よって、一概には言えないが、黒褐色粘質細砂を基調とする埋土

の遺構は弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけて営まれた可能性がある。黒褐色粘質細砂を基調と

する埋士の遺構はT-3・5・7・10・12・16・18でも認められ、当該期の遺構が大寺地区のほぼ全

体に広がっていることが想定される。またT-6・8・9・11・15・17で検出された遺構の埋土は灰

褐色粘質細砂を基調としている。これらの遺構からは遺物が出土していないため、時期を特定するこ

とはできない。この灰褐色粘質細砂を基調とする埋土の遺構は、大寺地区北西側の丘陵裾部を中心に、

固く締まった褐灰色粘質細砂を基調とする基盤層が残存している箇所において検出されている。灰褐

色粘質細砂の埋土をもつ遺構と黒褐色粘質細砂の埋土をもつ遺構とは同一トレンチからは検出されて

おらず、前者は丘陵裾を中心に、後者は段丘面の低位部に認められる。各埋土からの出土遺物の比較

や層序関係の検討が困難であるので、この埋土の色調差が時期差となり得るのかは不明である。また

大寺地区北西部の丘陵裾を中心とした T-5・7・8・13・15-17では遺構に切り合い関係が認めら

れることから、ある程度の時間幅をもって集落が営まれていたことが考えられる。

第27図は調査地周辺の遺跡推定範囲を示す。大寺地区北西部の丘陵は傾斜が急であるため、丘陵裾

の傾斜変換点から南東方向に向かって遺跡が広がると考えられる。また遺跡推定範囲の東限について

はT-3西半分までとし、南限は大寺地区と権兵衛田地区の境界が集落跡と旧河道との境界を反映し

ていると思われる。安井前地区の T-19では弥生時代後期まで遡る可能性がある遺構が海抜121mで

確認されたため、 T-19を設定した水田の南西側境界までは大寺地区に広がる弥生時代後期以降の集

落が続く可能性がある。また安井前地区に設定した T-20西側に広がる南向きの緩斜面には中世以降

の遺跡が広がっていると考えられる。

出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器、備前焼、陶磁器、サヌカイト片、五輪塔、土錘などが出土

した。遺構に伴う遺物が少なく、その多くが包含層からの出土であるが、集落が営まれた時期幅を特

定する足がかりになると思われる。大寺地区西部のT-13・15・18では包含層中ではあるが、サヌカ

イト片が出土している。ほとんどがチップであるが、二次調整が施されている S2や主要剥離面をも

つ素材剥片S3などが認められることから、遺跡周辺において石器生産が行われていたことが考えら

れる。弥生時代の石器は大部分が鉄器の普及とともに弥生時代後期末には衰退するが、 T-18から出

土した50の弥生時代後期中葉の土器をはじめ、他の調査区においても僅かながら弥生時代後期の土器

片が出土していることから、集落が営まれた時期の上限を弥生時代後期まで遡らすことができると考

えられる。 T-7やT-10の土壊から出土した土器は弥生時代後期末から古墳時代初頭の土器である

が、遺構に伴う遺物が少なかった今回の調査において、本遺跡の時期を特定することが可能な遺物と

して重要な意味を持つ。さらにT-13---19の包含層からは古墳時代後期から古代の須恵器が出土して

いる。大寺地区の東部では須恵器が全く出土しておらず、西部にのみ認められることから、大寺地区

西部を中心として古墳時代後期以降も集落が営まれていたことと思われる。またT-20からは管状土

錘が 3点出土した。いずれも包含層からの出土であるが、同じ層から早島式土器や中世初頭の備前焼

などが出土していることから12---13世紀代の範疇に収まると思われる。胴部に丸みをもつ管状土錘は

弥生時代前期から認められるが、この形態の土錘が主流となるのは古代以降であり、機能は刺網用の

土錘であると考えられている。中世以降の瀬戸内地方では稼働率の高い曳網が普及し、それに伴って
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士錘の形態も変化しているが、海や大河川のない加茂川町では谷間を蛇行する河川を漁場として小規

模な刺網漁を行っていたことが想定される。

以上のように、大寺地区一帯には弥生時代後期末から古墳時代初頭を中心とする集落が存在してい

ることが判明した。また大寺地区の西部は古墳時代後期以降も連綿と集落が営まれていたと考えられ

る。さらに出土遺物や現地形を考應すると、安井前地区の西側には中世以降の遺跡が広がっている可

能性がある。本遺跡は調査前まで寺院跡を裏付けるような考古学的根拠は認められていないのにも関

わらず、「加茂東廃寺」という寺院跡として周知されていた。確認調査においても、弥生時代後期以

降の集落跡を確認することはできたが、寺院跡を裏付けるような遺構・遺物は認められなかった。岡

山県では原則的に小字名を冠して遺跡名を付しているが、本遺跡は「加茂東廃寺」として周知されて

おり、遺跡名を変更すると同一地点でありながら別の遺跡であるかのような誤解を招く恐れがあった

ため、本書では敢えて「加茂東廃寺」という遺跡名を踏襲した。よって、調査成果を反映させること

なく、遺跡の種別にそぐわない遺跡名が付けられているので、御了承いただきたい。今回の調査によ

って推定した大寺地区と安井前地区に広がるそれぞれの遺跡の正式な名称については小字名を冠して

付けることが妥当であるように思われ、特に大寺地区に広がる遺跡の名称については改めて検討する

必要がある。今後はこうした混乱を避けるために、「～廃寺」のような遺跡の種別を反映させた遺跡

名を付ける場合は、遺跡の性格を十分に把握した上で慎重に付ける必要があろう。
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(1) 森下秀治「中四国における弥生石器のおわり一瀬戸内地方の概要ー」「第31回 埋蔵文化財研究集会 弥生時代

の石器ーその始まりと終わりー』埋蔵文化財研究会• 関西世話人会 1992 

(2) 真鍋篤行「弥生・古墳時代の瀬戸内地方の漁業」『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第 8号 瀬戸内海歴史民俗資

料館 1995 

第 1表 トレンチ調査概要一覧表

包含層 遺 構 遺 物

調査区
規模

海上面抜の高
表の土(深cmか)らさ

検海抜出 面高
表の土(深cmか)らさ

備 考(m) 種 類 種 別 量
(m) (m) 

T-1 2X5 (129.34) (56) 弥生土器•土師器 △ 遺構は削平か

T-2 2X5 ● ・- X 

T-3 3 XlO ● 9 土壊・ピット 128.98 16 弥生土器・土師器 △ 

石租み 9 X12 須恵器・備前焼磁器•五輪塔 △ 表採

T-4 2X2 -・ (128.20) (62) X 遺構は削平か

T-5 2XS ．． 土壊・ピット 127.82 35 上師器？ △ 

T-6 2X5 土壊・ピット 127.22 41 土師器？ △ 

T-7 2X3 土壊•溝・ピット 127.05 60 弥生土器・土師器 ◎ 

T-8 2X5 土壊・ピット 126.72 40 X 

T-9 2X5 ピット 126.64 36 弥生土器？ △ 

T-10 2X5 127.16 28 土壊・ピット 127.02 42 弥生土器・土師器

゜T-11 2X5 ピット 126.12 24 X 

T-12 2X5 ，一 土痰・ピット 125.38 36 ±師器 △ 

T-13 2X5 126.02 34 土痰・ピット 125.90 48 弥生土器？．磁器・サヌカイト片 △ 

T-14 2X5 125.32 31 土痰・ピット j 125.11 52 弥生土器・土師器・須恵器・備前焼 △ 

T-15 2X5 125.60 36 土壊・ピット 125.40 56 弥生土器・土師器・須恵器・サヌカイト片 △ 

T-16 2X5 124.64 35 土堀・ピット I 124.54 46 弥生土器•土師器・須恵器 △ 

T-17 2X5 124.54 37 土痰・ピット I 124.48 44 弥生土器•土師器・須恵器 △ 

T-18 2X5 123.76 46 ピット I 123.64 58 弥生土器・土師器・須恵器・サヌカイト片 △ 

T-19 2X5 121.76 24 土壊・ピット 120.98 104 弥生土器• 土師器・須恵器・磁器 △ 

T-20 2X5 123.48 32 ピット 123.40 40 土師器・備前焼•磁器・士錘 △ 

※遺物量は整理箱半分以上を◎、 3分の 1を0、それ以下を△、無しをXで示す。
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所収遺跡名 所 在 地
市町村 i遺跡番号

北緯 東経 調査期間 調森面積 調査原因

加かも茂ひが東しは鹿い寺じ お岡か山やま県けん
33305 ,., —• 34度 133度 1999.10.18- 210m' 県営圃場整

み御つ津ぐ郡ん
51分 49分 11.24 備事業

32秒 24秒

か加も茂がわ川ち町ょう

下しも加か茂も

1343ほか

I 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺溝 主な遺物 特記 事項

加茂東廃寺 集落 弥生時代～近世 土堀・溝・ピット 弥生土器• 土師器・須恵器・

備前焼・磁器• 五輪塔・サヌ

カイト片• 土錘
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図版 1

1. 鯛査地遠景 1
（東から）

2. 調査地遠景？

（南西から）

3. 鯛査地遠景 3
（西から）



図版 2
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1. T-7 

2. 

3. 

遺構検出状況

（南西から）

T-7全景

（南から）

T-10全景

（南西から）



1. T-12全景

（南から）

2. T-14全景

（西から ）

3. T-17全景

（北から）

図版 3



図版 4

、・・- - ., -

~-. . ._,..,:,_; ・, -ゞ~—•a~ 
_;,,.....;.."!'_r-;. .., ャi_•

' •ー・ ―.  -----・ ・--- - -~ ― 0 •• ー、-~ 名~----.¥;,;::芦→心心紅r..,.なん.......,,, ........... 号遠:' .. 亀~-----.一・-~~---.-_ .. 
• 響- -・  >'そ —`—.. --・ ~ .._ -.. 疇⇒~，

9 ふ• 一 嵐・‘‘―...,,,. __ . . ~ ー 4~ - - , 
，..'.:'・ ~... ft .. . .... 長~-彙ぷ g...
-,., I-s§-~-., 為；ぶ

令'* \~',-,.~
. ri;;・,-. ベ-~-〇·"-·- .... ・-.... -~ ·-—公•さ,_ . 

1. 石栢み全景 （南から） 2. 石積み東西断面（北から）

.:. 
3. T-3作業風景 （西から） 4. 

5. T-4南壁 （北から） T-5全景

8. T-8西壁（東から）



図版 5

2. 

• 
4. T-15全景

5. T-16土堀 1(東から ） 6. T-18全景 （北から）

... 
に、一

7. 8. T-20埋め戻し風景 （南から）



図版 6
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1. 石積み採集遺物

(S 1'ま1/3、1'ま1/2)

2. T-3出土土器
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3. T-7出土土器 l (1/2) 
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1. T-7出土土器 2 (1/2) 
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2. T-10出土土器 (1/2)
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1. T-12• 14~19出土土器 (1/2)

参
64 

T-15 

T-13 

S2 S3 

C1 C2 T-18 

2. T-20出土土製品 (1/2) 3. 出土サヌカイト片 (1/2)
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